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   Sakanaka  Junko 

加古川市教育委員会 
         学校支援カウンセラー 

  阪中順子 

2019年(H31)年1月24日（木） 
      15:00～17:00 

       
      

未来を生き抜く力を育むために 
～学校における自殺予防教育の取り組み～ 

平成30年度児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議 
第2回会議 
文部科学省 

方向性 
実際 
成果 

本日のながれ 

自殺予防教育 
   （小・中・高・大）  

課題 

健康観察 相談体制 生活アンケートなど 

核となる授業 
（いのちの危機に 
    ついて考える） 

下地づくりの授業 
 

援助希求 心の危機理解 

き
よ
う
し
つ 

づいて 

りそい 

けとめて 

んらいできる大人に 

たえよう 

 

生と死の教育 
心身の健康教育 

温かい人間関係を育む教育 

安心安全な学校環境 
 

心
の
危
機
に
気
づ
く 

誰
か
に
相
談
す
る 

自殺予防教育の方向性 海外の自殺予防教育 



2

Sakanaka  Junko

自殺予防教育の実際
(1)下地作りの授業
(2)核となる授業

教職員と共に取り組んだ
自殺予防教育の内容の紹介

①・自殺予防の第一歩は「絆」から（高橋祥友先生）
・何かを学ぶためには、自分で体験する以上に
いい方法はない（アインシュタインなど）
⇒体験型：ペアワーク、グループワーク

ロールプレイ等

②・子どもに、価値を押しつけない
（自死遺児・ハイリスクな児童生徒への配慮）

子どもと一緒に､いのちの危機について考える

自殺予防教育実施のために、ハイリスクな子どもへの対応

(1)下地作りの授業

心
の
危
機
に
気
づ
く

助
け
を
求
め
る

健康観察 相談体制 生活アンケートなど

核となる授業
（いのちの危機に

ついて考える）

下地づくりの授業

援助希求 心の危機理解

き
よ
う
し
つ

づいて

りそい

けとめて

んらいできる大人に

たえよう

生命を尊重する教育
心身の健康を育む

温かい人間関係を育む教育

校内の環境づくり
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友だちに「死にたい」 
         と言われたことがありますか？ 

ある(19.5%) 

（近畿圏（A中2007,B中学校2013,2014,2015 N=485） 

（北海道（C高校2014   DE高校2015 FG中学2015 N=368）                                                      計853人   

自殺予防教育の必要性 (2)核となる授業 

心
の
危
機
に
気
づ
く 

助
け
を
求
め
る 

健康観察 相談体制 生活アンケートなど 

核となる授業 
（いのちの危機に 
    ついて考える） 

下地づくりの授業 
 

援助希求 心の危機理解 

き
よ
う
し
つ 

づいて 

りそい 

けとめて 

んらいできる大人に 

たえよう 

生命を尊重する教育 
心身の健康を育む 

温かい人間関係を育む教育 

校内の環境づくり 
 

 プログラムの内容の一部 



4 

   Sakanaka  Junko 

取り組みの成果 

（近畿圏B中学校 3年生X組学級通信の一部  2018） 

（近畿圏B中学校 

    3年生，N=119 

        2018） 

（近畿圏B中学校 

    3年生，N=129 

        2017） 

そう思う    ややそう思う  どちらともいえない ややそう思わない そう思わない 

70%

26%

2%
2% 1%

授業内容理解できた

Ⅴそう思う

Ⅳややそう思う

Ⅲどちらとも言

えない

Ⅱややそう思

わない

Ⅰそう思わない

55%32%

10%
3% 1%

授業内容興味持った

68%

22%

7% 3% 1%
新しく学んだことあった

66%

28%

5%
1% 0%

いのちについて考えた

58%
31%

10%
0% 2%

授業内容理解できた

Ⅴそう思う

Ⅳややそう思う

Ⅲどちらとも言

えない

Ⅱややそう思

わない

Ⅰそう思わない

34%

38%

20%

3% 5%

授業内容興味持った

53%
30%

11%

2% 3%

新しく学んだことあった

53%30%

13%

0% 2%

いのちについて考えた
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1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

⑤
心
の
危
機 

解
決
に
向
け
て
行
動 

⑥
心
の
危
機
に
気
づ
く 

⑦
心
の
危
機 

言
葉
で
伝
え
る 

 

⑧
友
に
相
談 

⑨
大
人
に
相
談 

 

⑩
危
機
の
友
助
け
た
い 

⑪
友
の
危
機 

大
人
に
伝
え
た
い 

⑫
相
談
機
関
知
る 

事前 事後 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

⑤
心
の
危
機 

解
決
に
向
け
て
行
動 

⑥
心
の
危
機
に
気
づ
く 

⑦
心
の
危
機 

言
葉
で
伝
え
る 

 

⑧
友
に
相
談 

⑨
大
人
に
相
談 

 

⑩
危
機
の
友
助
け
た
い 

⑪
友
の
危
機 

大
人
に
伝
え
た
い 

⑫
相
談
機
関
知
る 

事前 事後 

（近畿圏B中学校 

    3年生，N=119 2018） 
（近畿圏B中学校 

    3年生，N=129 2017） 
そう思う  

 

 
 

 

 

 

ややそう思う 

 

 
 

 

 
 

どちらともいえない  

 

 

 

 

 

 

ややそう思わない  
 

 

 

 

 
 

そう思わない 

希死念慮の高い 

 （ハイリスク）生徒には、 

 影響は見られない 

 グレーゾーンの生徒には、 

 希死念慮を 

 低減させる効果みられた 

③どちらかと言えばその通りだ ④その通りだ 

 プログラム実施年度とそれ以外の年度の 希死念慮の変化 
           （200X年入学生から200X＋7年入学生を対象に、経年変化を調査：A中学校）  

 「死にたいと思ったことがある」  

12%⇒10% 

11%⇒21% 
10%⇒16% 

9%⇒14% 

          実施しなかった年度 
      （200X, 200X+3, 200X+5, 200X+6） 

        実施した年度 
       （200X+1, 200X+4, 200X+7） 

        考察対象から外した年度（200X+2） 

1

2

3

4

5

①
解
決
に
向
け
て
行
動 

②
自
分
の
危
機
に
気
づ
く 

③
危
機
を
言
葉
で
伝
え
た
い 

④
友
だ
ち
に
相
談
し
た
い 

⑤
大
人
に
相
談
し
た
い 

⑥
友
を
支
え
た
い 

⑦
相
談
機
関
を
知
る 

H28事前 

１年 

H28事後 

１年 

H30事前 

３年 

H30事後 

３年 

C中学校 そう思う 

 

 

 

やや 

そう思う 

 

 

 

どちらとも 

言えない 

 

 

 

ややそう 

思わない 

 

 

 

そう 

思わない 

① 

危機に解決    
向けて行動 

②          
危機に気づく 

③          
危機を伝える 

④           
友に相談 

⑤           
大人に相談 

⑥          
友を支える 

⑦           
援助機関を
知る 
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（H28.10.28  朝日新聞） 

金
本
瑞
希
君(

2
年)

は 

「･
･

自
信
が
な
く
な
る

時
が
あ
る
。･

･
･

家
族

に
相
談
し
た
り
し
て 

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

た
い
」 

（H28.11.3  
 神戸新聞） 

授業の一コマ 
  （H28.10.27実施） 

自殺予防教育の課題 

実施する上での前提条件 

 ・  学校内外の合意形成  

 ・  適切な教育内容 

 ・  ハイリスクな子どものフォローアップ 
    （高橋祥友先生 2016） 

自殺予防教育を実施するために 
・自殺予防教育が 
 「寝た子を起こす」ことに 
 つながるのではないか？ 
 
・自殺予防の授業をすることで、 
 児童に「自殺という選択肢」 
 を与えることに？ 
（A県生徒指導研修：事前質問から 2017年） 

 

子どもたちは、ばっ
ちり目を覚ましてい
る。 
 
ハイリスクな子ども
ほど、危険なサイト
を見ている。 

大人の不安 

（大人） 
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よく「死にたい」とつぶやく生徒
自身の内面の事の深刻さが、 
本心なのか？ 甘えなのか？ 
親や教師を試しているのか？ 
気を引きたいだけなのか？ 
大変つかみづらい。 

ある教員研修（H30.8）の事前アンケートから 

(1)個人で、『甘え』について感じられたこと、付箋紙に短い言葉で書く1枚1項目  1分        

(2)4人で、順に付箋紙をA3に貼りながら、伝え合う                      2分 

(3)話し合って、キーワードor 大事な言葉を大きな字で書く            2分 
 

（イラスト：小学校6年生 有香さん） 

1 2 3 4 5 6 7

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 事後 

事前 

自殺予防に関わる自信度の変化 

（15カ所 N=702 2016,2017年実施） 

1           2              3                   4                   5                    6                  7 

ぜんぜん 少ししか やや どちらとも 少し だいぶ ぜったいの 
自信がない 自信がない 自信がない いえない 自信がある 自信がある 自信がある 

①自殺を行う生徒の心理を説明できる*** 

②自殺の可能性のある生徒に接する上で適切な 
   態度について知っている*** 

③自殺の可能性のある生徒の話を傾聴することが 
   できる*** 

④「死にたい気持ち」や自殺計画を落ち着いて尋ね 
    ることができる*** 

⑤自殺の可能性のある生徒が用いることのできる 
    リソース（支えになるもの）を知っている*** 

⑥うつ病に関する基本的な知識について知っている 
    *** 

⑦自殺の可能性のある生徒について必要な紹介先 
    につなげることができる*** 

⑧自殺衝動のある生徒の相談を受ける場合にも、 
    落ち着いた対応ができる*** 

⑨自殺やうつ病のサインについてわかる*** 

（太刀川弘和ら 2015  ゲートキーパー自己効力感尺度 阪中改） 

どの時間に実施するか？ 
 

■特設授業での実施 
  総合的な学習 特別活動 学校特設科目 
 
■教科の中での実施 
  保健体育 （こころの健康 人間関係 家庭の不和） 
  家庭科    （消費 債務 生活苦） 
  国語      現代国語（自殺や死を題材にした文芸作品） 
        古典（心中や切腹） 
  社会      公民（労働・社会保障・福祉・消費） 
        歴史（戦争・切腹） 
  理科      生物（生命の誕生、死） 
  道徳     （生命の大切さ） 

誰が担当するのか？ 
 
  ■担任 
 
  ■教育相談担当者 
  
  ■養護教諭 
 
  ■各教科担当者 
 
  ■スクールカウンセラー 
 
  ■専門家（精神科医、保健師等） 
 
  ■外部講師（シルバー先生等） 
               
 














